
                                                 2024 年３月２日 

 

近畿本部経営工学部会２０２４年２月度 定例部会（研修会） 議事録 

  

日時： ２０２４年２月２４日（土）１３：３０～１６：００  

開催場所： ＷＥＢ開催（Ｚｏｏｍ） 

参加者： 44 名    

担当幹事   古橋 崇史、渡部 正人 

  

１．開会挨拶  寺嶋部会長          （13:30～13:40）  

ここ最近、暖かくなったり寒くなったりの気候が続いていますが体調はいかがでしょうか？ 

昨今、社会情勢として良い話題やや悪い話題があります。 

良い話題は、H3 ロケットの打ち上げ成功や SLIM の月面へのピンポイントという高精度で着陸できたこと。一

方悪い話題は、ロシアのウクライナ侵攻が終わらず日本企業にも食指を伸ばしてきている様相、2024 年問題と

して物流・交通のインフラや運転手の不足、自動車会社をはじめとする企業の不祥事が相次いで発生している

こと 等があります。 

最後になりましたが、元日に発生した能登半島地震が社会に与える影響が心配ですが、技術士や中小企業

などがこれらの予期せぬ事態に巻き込まれないように活躍する場があるのではないかと思っています。今日は

カーボンニュートラルの話です。さきほどお話しました社会情勢を直視しながら、自分たちがどういう場面で社会

に貢献できるのか考えていきたいと思います。 

 

２．研修会  講演 60 分/質疑応答・討議/40 分 計 100 分   (13:40～15:20)  

演題  カーボンニュートラルの動向と経営的視点に基づく取り組みについて 

講師  藤原章治（ふじわらしょうじ）  

技術士 経営工学部門 川崎重工業株式会社精密機械・ロボットカンパニー 

                      

３．部会活動報告および所連絡事項  （15:30～） 

・近畿本部 第１７回災害防止セミナー １月１４日（日） ：神戸市中央区文化センター  

・近畿本部 新春記念講演会 １月２０日（土） ：大阪科学技術センター ＋WEB  

・近畿本部 第９回協賛団体特別セミナー ２月 １日（木） ：近畿本部＋WEB  

・近畿本部 第４３回地域産学官と技術士の合同セミナー ２月１０日（土）：大阪科学技術センー  

・近畿本部 倫理委員会 倫理シンポジウム ２月 １７日（土） ：大阪科学技術センター＋WEB 

 

 ４． 技術士会、近畿本部、および経営工学部会の活動予定  

＜近畿本部の主な活動予定＞ 

・４／ ６（土） 近畿本部 技術士一次試験合格者祝賀会 ：大阪科学技術センター  

・５／１８（土） 近畿本部 技術士二次試験合格者祝賀会 ：大阪科学技術センター  

・６／（平日予定） 業務研究会・経営工学部会合同 工場見学会 ：兵神装備株式会社（滋賀）他 

・６／１３（木） 統括本部定時総会 ：東京 

・６／２２（土） 近畿本部年次大会 ：近畿本部 

＜近畿本部経営工学部会の予定＞  

・４／２０（土） ４月度 例会・研修会・部会総会 近畿本部＋WEB 開催（Zoom） 予定  

・６／１５（土） ６月度 例会・研修会 近畿本部＋WEB 開催（Zoom） 予定 

 ・（仮）８／１７（土） ８月度 例会・研修会 

 

 

 

５．自由発言、その他  



（１） 「品質経営で明るい未来を創ろう」と題し 日本科学技術連盟主催でフォーラムが開催される。研究者セッ

ション（品質不祥事関係の専門家）・企業セッション（品質経営に取り組まれる関係企業からの参加）・行政

セッション で構成されるとのことで参加をお勧めいたします 

   日にち：2024 年 5 月 10 日(金) 

   場所 ：大阪 京橋 

   詳細は別途連絡されます。                                       （間島技術士） 

 

６．閉会挨拶（渡部担当幹事）       (～16:00) 

藤原先生講演ありがとうございます。 

  活発な意見交換が出来、エネルギー利用の課題を皆様が認識されていることを感じました、 

  今回はエネルギー事情から カーボンニュートラル、GX、脱炭素経営の取り組みまで幅広く経営工学の視点 

織り交ぜながらお聞きすることが出来、特に企業としての取り組みやさらには社会全体の取り組みが必要であ

ると感じました。 

また 2030 年、2050 年達成など長いスパンでの達成目標がありますが、サスティナブルな取組がなければ 

達成出来ないと感じました。 

 

                                                              以上 

 


